





















Relations of Potential Delinquency to Commu-phobic Tendency
and Anthropophobic Tendency in Adolescence
Shuuhei FUJISAWA and Naoki SHIBAHARA
　The aim of this paper was to investigate relations of a tendency in juvenile delinquency 
to commu-phobic and anthropohobic tendencies. In total, 131 college students took part in 
this research (77males and 54 females). A tendency in juvenile delinquency was measured 
by 20 questionnaire items made by the authors. Commu-phobic and anthropohobic 
tendencies were assessed by 17 and 20 questionnaire items taken from Okada (2002) and 
Horii and Ogawa (1996), respectively. The results showed that the tendency in juvenile 
delinquency was composed of 4 factors such as “pursuit of pleasure,” “display of criminally 
inclined behavior,” “trouble in self-control,” and “mischievous behavior,” and that the two 
factors “pursuit of pleasure” and “trouble in self-control” were significantly correlated to 
the commu-phobic and anthropohobic tendencies.
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や緊張感が高まり発現する（笠原 , 197212）, 





















































　K 大 学 の 学 生、 男 性77名（ 平 均 年 齢 ＝
18.6）、女性54名（平均年齢＝18.7）の計131
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その結果、4 因子が抽出され、第 1 因子は「快
















1 2 3 4 共通性
4 　病気などの理由がないのに授業をさぼる .372 .313 .137 -.145 .435
5 　髪を染める .558 -.007 -.008 .092 .339
7 　目立つ服装をする .472 .249 -.028 -.040 .410
8 　夜遅くまで遊びまわる .791 -.001 -.100 .000 .574
10　酒やビールなどを飲む .662 .098 -.011 .050 .550
16　親に黙って外泊をする .609 .148 -.042 -.057 .468
19　授業中、携帯のメールやゲームに夢中になる .535 .146 .032 -.069 .405
20　ゲームセンターで遊ぶ .529 -.306 .019 .001 .164
6 　テストの時カンニングをする -.013 .564 .052 -.075 .311
9 　タバコを吸う .011 .730 .030 .109 .628
12　公園などにゴミを散らかす .042 .650 -.032 .165 .543
17　道端につばを吐く -.138 .802 -.005 -.025 .503
18　学校や家庭で暴力を振るう .029 .425 .006 .204 .302
1 　親や友達などに嘘をつく -.022 .242 .703 -.166 .631
2 　落ち着きがなくイライラしている .128 -.084 .800 .041 .690
3 　自分勝手で自己中心的である -.165 -.026 .867 .018 .660
15　怒りを感じたとき、自分で抑えられない .229 -.206 .386 .300 .315
13　公衆便所などに落書きをする -.054 .302 -.030 .558 .466
14　電車やバスを待っている行列に割り込む -.011 -.029 .031 .971 .930
不採択項目
11　人との約束を守らない -.074 .138 .311 .083 .142
表 2 　非行化傾向尺度の因子間相関
快楽追求 不良性顕示 自制困難 迷惑行為
快楽追求 1.00 .571** .373** .271**
不良性顕示 1.00 .355** .410**
自制困難 1.00 .218*
迷惑行為 1.00




Mean SD Mean SD
１．快楽追求 2.25 1.04 2.32 1.10 -.353 .724
２．不良性顕示 1.70 0.95 1.29 0.66 2.805 .006
３．自制困難 2.71 1.12 3.15 1.02 -2.283 .024











































対人退却 1.00   .499**
関係調整不全 1.00




Mean SD Mean SD
１．対人退却 2.56 0.97 2.62 1.09 -.334 .739
２．関係調整不全 3.11 1.16 3.25 1.25 -.658 .512
表 6 　対人恐怖的心性尺度における因子間相関
尺度Ⅰ 尺度Ⅱ 尺度Ⅲ 尺度Ⅳ
尺度Ⅰ 1.00 .715** .713** .608**
尺度Ⅱ 1.00 .782** .725**
尺度Ⅲ 1.00 .683**
尺度Ⅳ 1.00



















































Mean SD Mean SD
１．尺度Ⅰ 2.95 1.64 3.34 1.61 -1.374 .172
２．尺度Ⅱ 2.74 1.56 3.02 1.79 -.966 .336
３．尺度Ⅲ 3.12 1.57 3.40 1.64 -.994 .322





















原尺度 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性
人といる場面で、言葉がなくなって「しーん」
としてしまわないかと不安になる
B .639 -.172 -.055 .188 .394
他人の本音で自分が傷つけられそうな気がする B .751 .075 .112 -.175 .594
他人とちょうどよい距離をとるのが難しい B .768 .052 .025 -.177 .512
人といても話題がなくて困ることが多い B .357 .313 .236 -.058 .490
他人は自分を受け入れてくれない B .641 .391 -.334 .129 .537
他人が自分をどのように思っているのかとても不安になる a .985 -.273 .007 -.087 .722
自分が人にどう見られているのかクヨクヨ考えてしまう a .728 -.144 .340 -.156 .710.
自分が相手の人にイヤな感じを与えているように思ってしまう a .612 .065 .155 .026 .601
自分のことが他の人に知られるのではないかとよく気にする a .621 .002 .032 .170 .553
人と会うとき、自分の顔つきが気になる a .677 -.067 .038 .118 .544
できれば食事は一人でとりたい A -.073 .644 .149 -.071 .396
人と雑談するのは苦手だ A .269 -.597 .005 .098 .259
昼食は友達と一緒に食べるのが好きである A .126 .513 -.068 .142 .398
友達数人でいる場面は苦手だ A .026 .681 .114 -.187 .415
友達と一緒にいるよりも一人でいる方が気が楽だ A -.046 .771 .311 -.279 .516
人間と関わるよりも物と付き合っている方が楽だ A .014 .661 .047 .098 .555
一人で趣味に没頭していたい A .061 .604 -.070 -.034 .354
大勢の友達とワイワイ騒ぐのが好きだ A .251 -.606 -.129 -.024 .326
他人と親しくなるのはうっとうしい A .008 .746 -.257 .264 .618
できることなら人とあまり関わりになりたくない A .055 .877 -.273 .089 .731
集団の中にとけ込めない b .180 .032 .640 .093 .687
グループでのつき合いが苦手である b .174 .135 .497 .199 .707
仲間の中に溶け込めない b .143 .146 .450 .217 .633
人との交際が苦手である b -.018 .360 .365 .194 .533
人が大勢いると、うまく会話の中に入っていけない b .198 .035 .596 .125 .693
人前に出るとオドオドしてしまう c -.026 -.237 .852 .132 .626
授業や会議などで発言するのが困難である c .232 -.083 .466 .194 .562
人がたくさんいるところでは気恥ずかしくて話せない c -.006 -.024 .718 .211 .677
引っ込み思案である c .152 .186 .622 -.116 .485
人と目を合わせていられない d -.123 -.126 .081 .893 .534
人の目を見るのがとてもつらい d -.077 .073 .093 .769 .585
人と話をするとき、目をどこにもっていっていいか分からない d .209 -.016 .155 .481 .517
顔をジーッと見られるのがつらい d -.032 -.036 .137 .633 .428





























































対人退却 関係調整不全 尺度Ⅰ 尺度Ⅱ 尺度Ⅲ 尺度Ⅳ
快楽追求 .058 .215* .235** .128 .039 .213*
不良性顕示 .148 .144 .111 .109 .019 .099
自制困難 .274** .355** .345** .240** .170 .185*
迷惑行為 .108 .029 .023 .085 .057 .116
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